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【現在について】  
・〟現在■経書■が実▲してい軌すべての埼掛1イこの賢帝▲は乗場されてい1れりを＃択した周書を鹸く．）のうち、  

⑳r■撫＋■が≠蝕している．慮遭択した園警の割合  

【ヰ徽について】  
・8博餉が集線すべさけペての国書のうち、㊥rF削懐止すぺ勘を遭択した回答の割合  

・現●≠■■ 
・以●醜■■が稟触可始）：ナベての園♯のうち、◎r●隷書■が稟縫可牡Jを遥択した固♯の勘合  

・尉特定■オ■（ぜ鞠）が臭▲可嶋）：すべての同著のうち、⑥r特定■胤一軒仮削が実施可≠Jを■択した回答の割合 ＿  

13   



2．現在看護】隠員が実施していない医行為について  

○看護職員が医行為を実施していない理由  

医師  看護職鼻  合計  

M             回答数   ％   回答    数   ％   回答数   ％  

技術や知織が不足しているから   柑97  、■5臥7％   2    80  59．3％   4877  58．0％   

法律の間題   2¢77  75．9％   2    65  81．7％   5542  78．鍋   

マンパワーの問題   36j   10．2％  96  17．0％   957   13．6％   

必要と思わないから   別）ノ0  25．5†i  69  1¢．2％   1469  20．9％   

その他   220   6．2†i  4¢  7．0，i   4＄¢   ¢．即i   

※禅口        育は記載  していない   

8．現在書経職■が実施している医行為について  

（D看護職員が医行為を実施している状況  

医  師   看護職  計  

回答数   ％   回答数  ％   回答数   ％   

系統だった院内教育や実習などを経た上で  
行っている 

2037  57．8，i   2鱒1  67 4398  6．6％   

何となく行われている   1319  37．4％   919      磨6．2％   2238  － 31．8％   

※無回答は記載していない  

（∋問題が生じたときの責任  

医師  看護職鼻  合計  

回答  軌   ％   回答数   ％㌧   回答数   ％   

明確になっている   25  23  71，6％   21¢¢  61．8％   4¢89  6¢．7％   

明確ではない   9  21   2¢．1％   l193  34．0％   2†14  30．1％   

※楕円       育は吉己載  しでいない   

③責任の所在（（∋で「明確になっている」と回答した者のみ回答）  

医師 看護職点  合計  

回答数   ％   阿答数   ％   回答数 ％   

医    の責任   1745  69．2，i   977  45．1％   2722  58．1％   

考    職員の責任  ね   l．9％   248  11．4％   297  6．3％   

共  胃  責任   629  24；9％   720  33．2！i   13ヰ8  28．8％  

、 ※稗口      育は記載  ていない   

④医行為を実施している場合の給与面でのインセンティブ  

医師  看護職  A 口  計  

回答  ％ 回答数  ％   回答数   ％   

ある   39   6．8％   202  5．8％   441   6，3％  

ない  3204  90．鍋   3129          89．2％  6333  

※照口    育は記載   
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